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特別損失（固定資産減損損失、関係会社株式評価損）の計上、 

通期連結業績予想値と実績値との差異 

並びに個別業績の前期実績値との差異に関するお知らせ 

 

当社は、平成 30 年３月期において特別損失を計上するとともに、平成 30 年２月８日に公表いたしました、平

成 30 年３月期通期の連結業績予想値と本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記の通りお知らせいたし

ます。 

また平成 30 年３月期の個別業績と前期実績値との間に差異が生じましたので、併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 特別損失（減損損失）の計上【連結】 

連結子会社であるニッタゼラチンユーエスエーInc.のコラーゲンペプチドに関する事業では、持続的成長に

向け将来に亘って競争力を確保するための取組みを進めております。 

これを踏まえて、「固定資産の減損に係る会計基準」に基づく回収可能性を検討した結果、平成 30 年３月期

において減損損失 862 百万円を特別損失に計上しました。 

同社のコラーゲンペプチドに関する事業におきましては、より一層の収益力の向上に努めてまいります。 

 

２． 特別損失（関係会社株式評価損）の計上【個別】 

当社が保有するニッタゼラチンユーエスエーInc.及びレバプロテインズ Ltd.の株式の実質価額が著しく下

落することとなったため、平成 30 年３月期において関係会社株式評価損 2,003 百万円を特別損失に計上しま

した。 

なお、当該損失につきましては、連結財務諸表上では全額消去されるため、連結業績への影響はありませ 

ん。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３． 平成 30 年３月期通期連結業績予想値と実績値との差異（平成 29 年４月１日～平成 30 年３月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親 会 社 株 主 

に 帰 属 す る 

当 期 純 利 益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 
百万円 

37,400 

百万円 

1,100 

百万円 

1,000 

百万円 

600 

円銭 

32.66 

当  期  実  績   （Ｂ） 37,777 1,095 1,009 △615 △33.50 

増  減  額  （ Ｂ － Ａ ） 377 △4 9 △1,215 ― 

増  減  率  （ ％ ） 1.0 △0.4 0.9 ― ― 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 平 成 2 9 年 ３ 月 期 ） 
36,575 1,617 1,831 693 37.74 

 

差異の理由 

 売上高は、国内販売が堅調に推移し、前回予想を上回りました。また利益面は、営業利益、経常利益ともに、

前回予想と同水準となりましたが、上記１．の特別損失（減損損失）を計上した結果、親会社株主に帰属する

当期純利益は、前回予想を下回りました。 

 

４． 平成 30 年３月期通期個別業績の前年実績値との差異（平成 29 年４月１日～平成 30 年３月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前  期  実  績  （Ａ） 22,902 1,229 1,647 663 36.14 

当  期  実  績   （Ｂ） 23,210 863 1,039 △1,256 △68.37 

増  減  額  （ Ｂ － Ａ ） 308 △366 △608 △1,920 ― 

増  減  率  （ ％ ） 1.3 △29.8 △36.9 ― ― 

 

差異の理由 

ゼラチンは、食用、カプセル用、またコラーゲンペプチドはサプリメント市場での販売が堅調に推移したこと

などにより、売上が増加し前期実績を上回りました。 

一方で、原料価格の高止まりや為替相場の変動による為替差損の発生に加え、上記２．の特別損失（関係会社

株式評価損）を計上した結果、営業利益、経常利益、当期純利益はいずれも前期実績を下回りました。 

 

以 上 


